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ニチアスの
不定形耐火物

製品番号の表示について
トンボⓇ キャスタブル（耐火キャスタブル）
トンボⓇ キャスタブル（軽量キャスタブル）
トンボⓇ キャスタブル（緻密質キャスタブル）
トンボⓇ キャスタブル（耐酸キャスタブル）
トンボⓇ キャスタブル（燐酸キャスタブル）
各製品の施工方法および注意事項

3
4～6
7～11
12～13
14～15

16
17～20

C O N T E N T S

近年、不定形耐火物は、各種工業窯炉の耐火、断熱ライニング材に必要不可欠な材料として定着し、広範囲にわたって
使用されるようになってきました。これに伴って、より特長のある高性能な耐火材料の必要性が高まってまいりました。 
ニチアスの不定形耐火物は、各種用途にあわせた製品を取り揃え、お客様のさまざまなご要望にお応えできます。

不定形耐火物の特長
1．流し込み、吹き付け、こて塗りなど施工が容易なので熟練したレンガ工を必要とせず、炉の構築、補修期間の短縮な
ど、コスト削減ができます。 

2．レンガ積構造においては炉内の加熱、冷却による膨張、収縮から目地が次第に開いてくるようになり、レンガの脱落の
主な原因となっています。
不定形耐火物構造は、必ずアンカーで支持されるのでその心配もなく、継ぎ目のない一体壁となります。これにより
ガス漏れ、外気の進入が起こりにくく、炉内温度、圧力の低下を低減できます。

3．レンガ構造の場合、補修は容易ではありませんが、不定形耐火物構造の場合は補修が容易で、複雑な形状の異形
レンガを必要とする箇所なども容易に自由な形に施工できるため、補修期間の短縮が図れます。 

4．一般に不定形耐火物の熱伝導率は、耐火レンガと比較して低いため熱損失が少なく炉の熱効率を上げることが
でき、エネルギーのロス（損失）を低減できます。

このカタログに記載しました性能値およびデータは代表的な性能値であり保証値ではありません。
ご用命の際の個々の品質仕様、品質保証値などにつきましては、別途ご相談の上、取り決めさせていただきます。

※本カタログに記載の最高使用温度とは、瞬間的に耐用し得る温度を表しています。材料の選定に際し、常用使用温度は［最高使用温度より－200℃］を目安としてください。
※貯蔵期間は乾燥した冷暗所における理想的な条件での最長貯蔵期間を示しています。実施工における貯蔵条件によっては、これより短くなる場合があります。

不定形耐火物は微細なセラミックス粉体を配合しているため粉じんが発生する恐れがありますので、ご使用の
際は防じんマスク、ゴーグル、集じん装置などを使用してください。
また、使用上の注意事項については安全データシート（SDS）をご参照ください。

《お　願　い》

※「TOMBO」、「トンボ」はニチアス㈱の登録商標または商標です。
※Ⓡが付されている名称はニチアス㈱の登録商標です。
※TMが付されている名称はニチアス㈱の商標です。
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G
吹付け用＆
こて塗用

流し込み用5915 耐火キャスタブルを示します。 最高使用温度の目安 1000℃

製品番号の表示について

5900 軽量キャスタブルを示します。 最高使用温度の目安 1050℃

5920 緻密質キャスタブルを示します。

最高使用温度の目安 1250℃

5935 耐酸キャスタブルを示します。

最高使用温度の目安 1550℃5937 燐酸キャスタブルを示します。

最高使用温度の目安 1600℃

最高使用温度の目安 1700℃

TOMBOTM No .□□□□ -□□□□

TOMBOTM No. 品種記号

100

105

125

155

160

170

最高使用温度の目安 1200℃120

最高使用温度の目安 1350℃135

最高使用温度の目安 1400℃140

最高使用温度の目安 1800℃180

C

H
流し込み用
（高強度品）

J
吹付け用

（高強度品）

P
パッチング用

5905 軽量キャスタブル
（低鉄分）を示します。

5910 軽量キャスタブル
（U.O.P. spec相当品）を示します。

ニチアスの
不定形耐火物

製品番号の表示について
トンボⓇ キャスタブル（耐火キャスタブル）
トンボⓇ キャスタブル（軽量キャスタブル）
トンボⓇ キャスタブル（緻密質キャスタブル）
トンボⓇ キャスタブル（耐酸キャスタブル）
トンボⓇ キャスタブル（燐酸キャスタブル）
各製品の施工方法および注意事項

3
4～6
7～11
12～13
14～15

16
17～20

C O N T E N T S

近年、不定形耐火物は、各種工業窯炉の耐火、断熱ライニング材に必要不可欠な材料として定着し、広範囲にわたって
使用されるようになってきました。これに伴って、より特長のある高性能な耐火材料の必要性が高まってまいりました。 
ニチアスの不定形耐火物は、各種用途にあわせた製品を取り揃え、お客様のさまざまなご要望にお応えできます。

不定形耐火物の特長
1．流し込み、吹き付け、こて塗りなど施工が容易なので熟練したレンガ工を必要とせず、炉の構築、補修期間の短縮な
ど、コスト削減ができます。 

2．レンガ積構造においては炉内の加熱、冷却による膨張、収縮から目地が次第に開いてくるようになり、レンガの脱落の
主な原因となっています。
不定形耐火物構造は、必ずアンカーで支持されるのでその心配もなく、継ぎ目のない一体壁となります。これにより
ガス漏れ、外気の進入が起こりにくく、炉内温度、圧力の低下を低減できます。

3．レンガ構造の場合、補修は容易ではありませんが、不定形耐火物構造の場合は補修が容易で、複雑な形状の異形
レンガを必要とする箇所なども容易に自由な形に施工できるため、補修期間の短縮が図れます。 

4．一般に不定形耐火物の熱伝導率は、耐火レンガと比較して低いため熱損失が少なく炉の熱効率を上げることが
でき、エネルギーのロス（損失）を低減できます。

このカタログに記載しました性能値およびデータは代表的な性能値であり保証値ではありません。
ご用命の際の個々の品質仕様、品質保証値などにつきましては、別途ご相談の上、取り決めさせていただきます。

※本カタログに記載の最高使用温度とは、瞬間的に耐用し得る温度を表しています。材料の選定に際し、常用使用温度は［最高使用温度より－200℃］を目安としてください。
※貯蔵期間は乾燥した冷暗所における理想的な条件での最長貯蔵期間を示しています。実施工における貯蔵条件によっては、これより短くなる場合があります。

不定形耐火物は微細なセラミックス粉体を配合しているため粉じんが発生する恐れがありますので、ご使用の
際は防じんマスク、ゴーグル、集じん装置などを使用してください。
また、使用上の注意事項については安全データシート（SDS）をご参照ください。

《お　願　い》

※「TOMBO」、「トンボ」はニチアス㈱の登録商標または商標です。
※Ⓡが付されている名称はニチアス㈱の登録商標です。
※TMが付されている名称はニチアス㈱の商標です。
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トンボⓇ キャスタブル／耐火キャスタブル
特　長
トンボⓇキャスタブル（耐火キャスタブル）は耐火、耐熱性を主目的とする不定形耐火物で、継ぎ目のない強固なラ
イニングを形成します。施工後24時間で耐火レンガに勝る強度が得られ、普通の耐火レンガよりも熱伝導率が低
いために熱損失が少なく、軽量キャスタブルを併用することにより、さらに熱効率を向上させることができます。
（各製品の施工方法および注意事項は、17～18ページをご参照ください。）

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

耐
火
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

135C 135G
1350 1350

30 31

60 59

1900 1850＋ロス

13～15

1.9 1.8

1.8
（1200℃）

1.8
（1200℃）

4.8 7.2

6.2
（1200℃）

3.9
（1200℃）

＋0.2
（1350℃）

＋0.2
（1350℃）

流し込み 吹付け

25 25

12 12

1800

－ 15～19

1.8

1.8
（1200℃）

3.9

2.5
（1200℃）
＋0.2

（1350℃）

こて塗り

140C 140G
5915

1400 1400

36 40

53 49

1950 1850＋ロス 1850

14～1813～15 －

2.0 1.9 1.8

2.0
（1300℃）

1.8
（1300℃）

1.8
（1300℃）

5.9 9.0 4.9

4.9
（1300℃）

6.9
（1300℃）

4.4
（1300℃）

＋0.2
（1400℃）

－0.6
（1400℃）

－0.6
（1400℃）

流し込み 吹付け こて塗り

25 25

12 12

TOMBOTM No.

耐
火
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

TOMBOTM No.

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

145H 145G
1450 1450

49 48

42 43

2000 1850＋ロス 2000

12～14 －

2.0 1.8 2.0

2.0
（1300℃）

1.8
（1300℃）

2.0
（1400℃）

6.8 8.5 6.0

5.0
（1300℃）

6.9
（1300℃）

7.8
（1400℃）

＋0.2
（1450℃）

－0.5
（1450℃）

－0.5
（1500℃）

流し込み 吹付け 流し込み

25 25 25

12 12

1800

15～19

1.8

1.8
（1300℃）

4.6

5.2
（1300℃）
－0.7

（1450℃）

こて塗り

12

155G155H
5915

15501550

4848

4444

18501900＋ロス

－ 15～1911～13

1.91.9

1.9
（1400℃）

1.9
（1400℃）

4.47.9

5.9
（1400℃）

6.9
（1400℃）

－1.0
（1500℃）

－0.8
（1500℃）

こて塗り吹付け

25

12
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トンボⓇ キャスタブル／耐火キャスタブル
特　長
トンボⓇキャスタブル（耐火キャスタブル）は耐火、耐熱性を主目的とする不定形耐火物で、継ぎ目のない強固なラ
イニングを形成します。施工後24時間で耐火レンガに勝る強度が得られ、普通の耐火レンガよりも熱伝導率が低
いために熱損失が少なく、軽量キャスタブルを併用することにより、さらに熱効率を向上させることができます。
（各製品の施工方法および注意事項は、17～18ページをご参照ください。）

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

耐
火
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

135C 135G
1350 1350

30 31

60 59

1900 1850＋ロス

13～15

1.9 1.8

1.8
（1200℃）

1.8
（1200℃）

4.8 7.2

6.2
（1200℃）

3.9
（1200℃）

＋0.2
（1350℃）

＋0.2
（1350℃）

流し込み 吹付け

25 25

12 12

1800

－ 15～19

1.8

1.8
（1200℃）

3.9

2.5
（1200℃）
＋0.2

（1350℃）

こて塗り

140C 140G
5915

1400 1400

36 40

53 49

1950 1850＋ロス 1850

14～1813～15 －

2.0 1.9 1.8

2.0
（1300℃）

1.8
（1300℃）

1.8
（1300℃）

5.9 9.0 4.9

4.9
（1300℃）

6.9
（1300℃）

4.4
（1300℃）

＋0.2
（1400℃）

－0.6
（1400℃）

－0.6
（1400℃）

流し込み 吹付け こて塗り

25 25

12 12

TOMBOTM No.

耐
火
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

TOMBOTM No.

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

145H 145G
1450 1450

49 48

42 43

2000 1850＋ロス 2000

12～14 －

2.0 1.8 2.0

2.0
（1300℃）

1.8
（1300℃）

2.0
（1400℃）

6.8 8.5 6.0

5.0
（1300℃）

6.9
（1300℃）

7.8
（1400℃）

＋0.2
（1450℃）

－0.5
（1450℃）

－0.5
（1500℃）

流し込み 吹付け 流し込み

25 25 25

12 12

1800

15～19

1.8

1.8
（1300℃）

4.6

5.2
（1300℃）
－0.7

（1450℃）

こて塗り

12

155G155H
5915

15501550

4848

4444

18501900＋ロス

－ 15～1911～13

1.91.9

1.9
（1400℃）

1.9
（1400℃）

4.47.9

5.9
（1400℃）

6.9
（1400℃）

－1.0
（1500℃）

－0.8
（1500℃）

こて塗り吹付け

25

12
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耐
火
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

160H 160G
1600 1600

56 54

37 40

2100 2000＋ロス

11～13

2.1 2.0

1.9
（1500℃）

1.9
（1500℃）

5.8 7.1

15
（1500℃）

17
（1500℃）

＋0.8
（1500℃）

－1.4
（1500℃）

流し込み 吹付け
（こて塗も可）

25 25

12 12

こて塗水量（  12～16  ） こて塗水量（  10～13  ） こて塗水量（  12～16  ）

170H 170G
5915

1700 1700

64 64

30 32

2300 2150＋ロス

8～10

2.3 2.1

2.3
（1500℃）

2.1
（1500℃）

8.3 4.3

12
（1500℃）

9.8
（1500℃）

－0.3
（1500℃）

－0.8
（1500℃）

流し込み 吹付け
（こて塗も可）

吹付け
（こて塗も可）

25 25

12 12

185H 185G
1850 1850

96 94

0.2 3

3000 2900＋ロス

5～7

3.0 2.9

2.9
（1500℃）

2.8
（1500℃）

13 11

15
（1500℃）

16
（1500℃）

－0.3
（1500℃）

－0.5
（1500℃）

流し込み

25 25

12 12

TOMBOTM No.

軽
量
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

トンボⓇ キャスタブル／軽量キャスタブル
特　長
トンボⓇキャスタブル（軽量キャスタブル）は、耐火キャスタブルが耐火性を主目的としているのに対し、耐火性とともに
大きな断熱性をもったキャスタブルです。 
各種多孔質骨材を配合しているので軽量で断熱性に優れており、熱損失を大幅に減少させることができます。 
（各製品の施工方法および注意事項は、17～18ページをご参照ください。）

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

100S 100F
5900

1000

12

44

360＋ロス 360

̶ 165～170

0.31 0.36

0.30
（1000℃）

0.36
（1000℃）

0.2 0.1

0.1
（1000℃）

0.1
（1000℃）

－2.1
（1000℃）

－2.1
（1000℃）

吹付け こて塗り

10

12

1000

31

39

520＋ロス 480

̶ 130～140

0.56 0.47

0.45
（1000℃）

0.40
（1000℃）

1.1 0.2

0.5
（1000℃）

0.3
（1000℃）

－1.4
（1000℃）

－1.4
（1000℃）

吹付け こて塗り

15

12

TOMBOTM No.

6



耐
火
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

160H 160G
1600 1600

56 54

37 40

2100 2000＋ロス

11～13

2.1 2.0

1.9
（1500℃）

1.9
（1500℃）

5.8 7.1

15
（1500℃）

17
（1500℃）

＋0.8
（1500℃）

－1.4
（1500℃）

流し込み 吹付け
（こて塗も可）

25 25

12 12

こて塗水量（  12～16  ） こて塗水量（  10～13  ） こて塗水量（  12～16  ）

170H 170G
5915

1700 1700

64 64

30 32

2300 2150＋ロス

8～10

2.3 2.1

2.3
（1500℃）

2.1
（1500℃）

8.3 4.3

12
（1500℃）

9.8
（1500℃）

－0.3
（1500℃）

－0.8
（1500℃）

流し込み 吹付け
（こて塗も可）

吹付け
（こて塗も可）

25 25

12 12

185H 185G
1850 1850

96 94

0.2 3

3000 2900＋ロス

5～7

3.0 2.9

2.9
（1500℃）

2.8
（1500℃）

13 11

15
（1500℃）

16
（1500℃）

－0.3
（1500℃）

－0.5
（1500℃）

流し込み

25 25

12 12

TOMBOTM No.

軽
量
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

トンボⓇ キャスタブル／軽量キャスタブル
特　長
トンボⓇキャスタブル（軽量キャスタブル）は、耐火キャスタブルが耐火性を主目的としているのに対し、耐火性とともに
大きな断熱性をもったキャスタブルです。 
各種多孔質骨材を配合しているので軽量で断熱性に優れており、熱損失を大幅に減少させることができます。 
（各製品の施工方法および注意事項は、17～18ページをご参照ください。）

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

100S 100F
5900

1000

12

44

360＋ロス 360

̶ 165～170

0.31 0.36

0.30
（1000℃）

0.36
（1000℃）

0.2 0.1

0.1
（1000℃）

0.1
（1000℃）

－2.1
（1000℃）

－2.1
（1000℃）

吹付け こて塗り

10

12

1000

31

39

520＋ロス 480

̶ 130～140

0.56 0.47

0.45
（1000℃）

0.40
（1000℃）

1.1 0.2

0.5
（1000℃）

0.3
（1000℃）

－1.4
（1000℃）

－1.4
（1000℃）

吹付け こて塗り

15

12

TOMBOTM No.

7



軽
量
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

125C 125G
1250 1250

39 38

44 47

1250 1100＋ロス

32～37

1.3 1.1

1.2
（1200℃）

1.0
（1200℃）

3.4 2.8

2.2
（1200℃）

2.7
（1200℃）

－1.4
（1250℃）

－1.4
（1250℃）

流し込み 吹付け

30 30

12 12

1100

－ 39～45

1.1

1.0
（1200℃）

2.3

1.5
（1200℃）
－1.4

（1250℃）

こて塗り

135C 135G
5900

1350 1350

41 42

44 44

1350 1250＋ロス 1250

33～3932～37 －

1.4 1.3 1.3

1.3
（1300℃）

1.3
（1300℃）

1.2
（1300℃）

2.7 3.4 2.7

2.0
（1300℃）

3.8
（1300℃）

1.8
（1300℃）

－1.4
（1350℃）

－1.4
（1350℃）

－1.4
（1350℃）

流し込み 吹付け こて塗り

30 30

12 12

TOMBOTM No.

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

軽
量
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

140C 140G
1400 1400

41 41

45 46

1450 1400＋ロス

30～35

1.5 1.4

1.4
（1400℃）

1.2
（1400℃）

3.1 3.7

4.9
（1400℃）

3.6
（1400℃）

－0.5
（1400℃）

－0.9
（1400℃）

流し込み 吹付け

30 30

12 12

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

170C
5900

1700

95

0.2

1350 1600

30～35－ 15～18

1.4 1.5

1.2
（1400℃）

1.6
（1500℃）

2.1 3.9

4.0
（1400℃）

2.9
（1500℃）

－0.9
（1400℃）

＋0.4
（1500℃）

こて塗り 流し込み

30

12

TOMBOTM No.

8



軽
量
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

125C 125G
1250 1250

39 38

44 47

1250 1100＋ロス

32～37

1.3 1.1

1.2
（1200℃）

1.0
（1200℃）

3.4 2.8

2.2
（1200℃）

2.7
（1200℃）

－1.4
（1250℃）

－1.4
（1250℃）

流し込み 吹付け

30 30

12 12

1100

－ 39～45

1.1

1.0
（1200℃）

2.3

1.5
（1200℃）
－1.4

（1250℃）

こて塗り

135C 135G
5900

1350 1350

41 42

44 44

1350 1250＋ロス 1250

33～3932～37 －

1.4 1.3 1.3

1.3
（1300℃）

1.3
（1300℃）

1.2
（1300℃）

2.7 3.4 2.7

2.0
（1300℃）

3.8
（1300℃）

1.8
（1300℃）

－1.4
（1350℃）

－1.4
（1350℃）

－1.4
（1350℃）

流し込み 吹付け こて塗り

30 30

12 12

TOMBOTM No.

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

軽
量
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

140C 140G
1400 1400

41 41

45 46

1450 1400＋ロス

30～35

1.5 1.4

1.4
（1400℃）

1.2
（1400℃）

3.1 3.7

4.9
（1400℃）

3.6
（1400℃）

－0.5
（1400℃）

－0.9
（1400℃）

流し込み 吹付け

30 30

12 12

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

170C
5900

1700

95

0.2

1350 1600

30～35－ 15～18

1.4 1.5

1.2
（1400℃）

1.6
（1500℃）

2.1 3.9

4.0
（1400℃）

2.9
（1500℃）

－0.9
（1400℃）

＋0.4
（1500℃）

こて塗り 流し込み

30

12

TOMBOTM No.

9



軽
量
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

低鉄分品

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2

Fe2O3

化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

125G 145G125C 145C
1250

37

45

0.9

1050＋ロス

－

1.1

1.0
（1200℃）

2.7

2.5
（1200℃）
－1.3

（1250℃）

吹付け

1050

43～47

1.1

1.0
（1200℃）

1.8

1.2
（1200℃）
－1.3

（1250℃）

こて塗り

30

12

1250

39

42

0.9

950

53～56

1.0

0.9
（1200℃）

1.3

0.9
（1200℃）
－1.3

（1250℃）

流し込み

30

12

1450

61

31

0.7

1500＋ロス

－

1.5

1.5
（1400℃）

4.1

5.4
（1400℃）
＋0.5

（1450℃）

吹付け

1500

21～23

1.5

1.4
（1400℃）

3.3

5.4
（1400℃）
＋0.5

（1450℃）

こて塗り

30

12

1450

62

30

0.6

1400

20～25

1.4

1.4
（1400℃）

3.2

3.9
（1400℃）
＋0.5

（1400℃）

流し込み

30

12

5905TOMBOTM No.

軽
量
キ
ャ
ス
タ
ブ
ルU.O.P. Spec相当品

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

100C 100G 105C 105G 110C 110G
1000

42

25

750

73～82

0.8

0.7
（1000℃）

1.4

0.5
（1000℃）
－1.5

（1000℃）

流し込み

20

12

1000

42

25

800＋ロス

0.9

0.9
（1000℃）

2.1

0.7
（1000℃）
－1.3

（1000℃）

20

12

1450

21～25

1.5

1.5
（1000℃）

4.4

2.0
（1000℃）
－1.0

（1050℃）

流し込み

5910

1100

33

44

850

52～61

0.9

0.8
（1000℃）

1.2

0.6
（1300℃）
－1.2

（1000℃）

流し込み

30

12

1100

34

47

1000＋ロス

1.0

0.9
（1000℃）

2.3

1.0
（1300℃）
－1.5

（1000℃）

30

12

1050

30

47

40

12

1450＋ロス

－ －－

1.4

1.3
（1000℃）

3.9

2.2
（1000℃）
－1.0

（1050℃）

1050

30

47

40

12

TOMBOTM No.

吹付け 吹付け 吹付け

トンボⓇ キャスタブル／特殊軽量キャスタブル

10



軽
量
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

低鉄分品

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2

Fe2O3

化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

125G 145G125C 145C
1250

37

45

0.9

1050＋ロス

－

1.1

1.0
（1200℃）

2.7

2.5
（1200℃）
－1.3

（1250℃）

吹付け

1050

43～47

1.1

1.0
（1200℃）

1.8

1.2
（1200℃）
－1.3

（1250℃）

こて塗り

30

12

1250

39

42

0.9

950

53～56

1.0

0.9
（1200℃）

1.3

0.9
（1200℃）
－1.3

（1250℃）

流し込み

30

12

1450

61

31

0.7

1500＋ロス

－

1.5

1.5
（1400℃）

4.1

5.4
（1400℃）
＋0.5

（1450℃）

吹付け

1500

21～23

1.5

1.4
（1400℃）

3.3

5.4
（1400℃）
＋0.5

（1450℃）

こて塗り

30

12

1450

62

30

0.6

1400

20～25

1.4

1.4
（1400℃）

3.2

3.9
（1400℃）
＋0.5

（1400℃）

流し込み

30

12

5905TOMBOTM No.

軽
量
キ
ャ
ス
タ
ブ
ルU.O.P. Spec相当品

品種記号

最高使用温度（℃）

Al2O3

SiO2
化学成分（%）

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

施工所要量（kg／m3）

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）

曲げ強さ（MPa）

線変化率（%）

施工方法

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋）

貯蔵期間（ヶ月） P18「9.保管上の注意事項」参照

100C 100G 105C 105G 110C 110G
1000

42

25

750

73～82

0.8

0.7
（1000℃）

1.4

0.5
（1000℃）
－1.5

（1000℃）

流し込み

20

12

1000

42

25

800＋ロス

0.9

0.9
（1000℃）

2.1

0.7
（1000℃）
－1.3

（1000℃）

20

12

1450

21～25

1.5

1.5
（1000℃）

4.4

2.0
（1000℃）
－1.0

（1050℃）

流し込み

5910

1100

33

44

850

52～61

0.9

0.8
（1000℃）

1.2

0.6
（1300℃）
－1.2

（1000℃）

流し込み

30

12

1100

34

47

1000＋ロス

1.0

0.9
（1000℃）

2.3

1.0
（1300℃）
－1.5

（1000℃）

30

12

1050

30

47

40

12

1450＋ロス

－ －－

1.4

1.3
（1000℃）

3.9

2.2
（1000℃）
－1.0

（1050℃）

1050

30

47

40

12

TOMBOTM No.

吹付け 吹付け 吹付け

トンボⓇ キャスタブル／特殊軽量キャスタブル

11



緻
密
質
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

トンボⓇ キャスタブル／緻密質キャスタブル
特　長
緻密質キャスタブルは耐火キャスタブルと比較して流し込み施工性を向上しており、高温度域での特性が優れたキ
ャスタブルです。 
超微粉末を配合したことにより、セメント使用量の大幅な低減と混練水量の低減が可能となり、成型体の緻密化が
達成されています。得られた成型体は、強度、耐摩耗性、耐食性及び耐スポーリング性等の熱間強度特性に関して
優れた性能を発揮します。 
（各製品の施工方法および注意事項は、19ページをご参照ください。） 

品種記号 160C 160Q 170C 180C
5920

最高使用温度（℃） 1600 1600 1700 1800

Al2O3

SiO2

67 51 82 97

化学成分（%） 27 36 11 2

SiC ̶ 9 ̶ ̶

施工所要量（kg／m3） 2500 2350 2750 3100

標準混練水量（重量%） 7.5～8.5 7.5～8.5 6.0～7.0 4.5～5.5

かさ比重（g／cm3）
2.5 2.3 2.7 3.1

2.5
（1500℃）

2.2
（1500℃）

2.8
（1500℃）

3.1
（1500℃）

曲げ強さ（MPa）
12 10 13 11

14
（1500℃）

12
（1500℃）

23
（1500℃）

41
（1500℃）

線変化率（%） －0.5
（1500℃）

0.0
（1500℃）

－2.0
（1500℃）

－0.6
（1500℃）

施工方法 流し込み 流し込み 流し込み 流し込み

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋） 25 25 25 25

貯蔵期間（ヶ月） 3

150C
1500

52

42

̶

2250

7.5～8.5

2.2

2.2
（1300℃）

11

10
（1300℃）
－0.4

（1300℃）

流し込み

25

3 3 3 3P19「8.保管上の注意事項」参照

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

TOMBOTM No.

緻
密
質
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

注1：還元雰囲気下での場合の最高使用温度は1500℃になります。
※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

品種記号 120T 120S 120R
5920

最高使用温度（℃） 1200（注1） 1200（注1） 1200（注1）

Al2O3

SiO2

17 37 52

化学成分（%） 1 1 1

SiC 80 60 45

施工所要量（kg／m3） 2600 2700 2750

標準混練水量（重量%） 7.0～8.0 5.5～6.5 5.5～6.5

かさ比重（g／cm3）
2.6 2.7 2.8

2.5
（1200℃）

2.7
（1200℃）

2.8
（1200℃）

曲げ強さ（MPa）
11 17 17

24
（1200℃）

23
（1200℃）

19
（1200℃）

線変化率（%） －0.1
（1200℃）

－0.1
（1200℃）

0.0
（1200℃）

施工方法 流し込み 流し込み 流し込み

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋） 25 25 25

貯蔵期間（ヶ月） P19「8.保管上の注意事項」参照 3 3 3

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

TOMBOTM No.

12



緻
密
質
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

トンボⓇ キャスタブル／緻密質キャスタブル
特　長
緻密質キャスタブルは耐火キャスタブルと比較して流し込み施工性を向上しており、高温度域での特性が優れたキ
ャスタブルです。 
超微粉末を配合したことにより、セメント使用量の大幅な低減と混練水量の低減が可能となり、成型体の緻密化が
達成されています。得られた成型体は、強度、耐摩耗性、耐食性及び耐スポーリング性等の熱間強度特性に関して
優れた性能を発揮します。 
（各製品の施工方法および注意事項は、19ページをご参照ください。） 

品種記号 160C 160Q 170C 180C
5920

最高使用温度（℃） 1600 1600 1700 1800

Al2O3

SiO2

67 51 82 97

化学成分（%） 27 36 11 2

SiC ̶ 9 ̶ ̶

施工所要量（kg／m3） 2500 2350 2750 3100

標準混練水量（重量%） 7.5～8.5 7.5～8.5 6.0～7.0 4.5～5.5

かさ比重（g／cm3）
2.5 2.3 2.7 3.1

2.5
（1500℃）

2.2
（1500℃）

2.8
（1500℃）

3.1
（1500℃）

曲げ強さ（MPa）
12 10 13 11

14
（1500℃）

12
（1500℃）

23
（1500℃）

41
（1500℃）

線変化率（%） －0.5
（1500℃）

0.0
（1500℃）

－2.0
（1500℃）

－0.6
（1500℃）

施工方法 流し込み 流し込み 流し込み 流し込み

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋） 25 25 25 25

貯蔵期間（ヶ月） 3

150C
1500

52

42

̶

2250

7.5～8.5

2.2

2.2
（1300℃）

11

10
（1300℃）
－0.4

（1300℃）

流し込み

25

3 3 3 3P19「8.保管上の注意事項」参照

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

TOMBOTM No.

緻
密
質
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

注1：還元雰囲気下での場合の最高使用温度は1500℃になります。
※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

品種記号 120T 120S 120R
5920

最高使用温度（℃） 1200（注1） 1200（注1） 1200（注1）

Al2O3

SiO2

17 37 52

化学成分（%） 1 1 1

SiC 80 60 45

施工所要量（kg／m3） 2600 2700 2750

標準混練水量（重量%） 7.0～8.0 5.5～6.5 5.5～6.5

かさ比重（g／cm3）
2.6 2.7 2.8

2.5
（1200℃）

2.7
（1200℃）

2.8
（1200℃）

曲げ強さ（MPa）
11 17 17

24
（1200℃）

23
（1200℃）

19
（1200℃）

線変化率（%） －0.1
（1200℃）

－0.1
（1200℃）

0.0
（1200℃）

施工方法 流し込み 流し込み 流し込み

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋） 25 25 25

貯蔵期間（ヶ月） P19「8.保管上の注意事項」参照 3 3 3

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

TOMBOTM No.

13



耐
酸
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

トンボⓇ キャスタブル／耐酸キャスタブル
特　長
耐酸キャスタブルは、各種の酸に優れた耐食性を有する原料からなる粉末状の製品で、耐火キャスタブルの耐熱性に
加え、硫酸、塩酸、塩素など腐食性のガスに対して極めて優秀な抵抗性を備えたキャスタブルです
（各製品の施工方法および注意事項は、17～18ページをご参照ください。）

品種記号 100J
5935

最高使用温度（℃） 1000

Al2O3

SiO2

24
化学成分（%）

49

施工所要量（kg／m3） 1700＋ロス

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）
1.6

1.6
（1000℃）

曲げ強さ（MPa）
8.0

5.5
（1000℃）

線変化率（%） －0.1
（1000℃）

施工方法 吹付け

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋） 25

貯蔵期間（ヶ月）

・本製品は医薬用外劇物に該当します。使用前にSDSを確認の上、法律に基づいて管理してください。 
・耐酸キャスタブルの硬化時間は、気温によって大きく変わります。夏期は硬化が速く、冬期は遅くなります。
・耐酸キャスタブルは化学反応によって硬化しますので、施工後の湿布または散水養生は不要です。
　できるだけ通風をよくして、養生は10℃以上の雰囲気のもとで行ってください。また、48時間以上静置してください。
・乾燥は通常のキャスタブルと同様に行ってください。
・廃棄する場合は、製品に対して15%程度の水と混練して硬化させ、劇物成分を無害化させてから廃棄してください。

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

6P18「9.保管上の注意事項」参照

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

140C
1400

62

33

2150

9～13

2.2

2.1
（1300℃）

1.8

11
（1300℃）
－1.0

（1400℃）

流し込み

40

6

140G
1400

60

35

2150＋ロス

－ －

2.0

2.0
（1300℃）

2.5

12
（1300℃）
－1.0

（1400℃）

吹付け

40

適用法令（毒物及び劇物取締法） 劇物（注1） 劇物（注1） 劇物（注1）

6

TOMBOTM No.

注１：TOMBO No.5935-100J、140C、140G 「トンボ®キャスタブル（耐酸キャスタブル）」使用上の注意事項

耐
酸
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

品種記号 050J 135G
5935

最高使用温度（℃） 500

Al2O3

SiO2

11
化学成分（%）

48

施工所要量（kg／m3） 2000＋ロス

－標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）
1.9

2.0
（500℃）

曲げ強さ（MPa）
13

11
（500℃）
－0.4

（500℃）線変化率（%）

施工方法 吹付け

2000

12～15

2.0

2.0
（500℃）

9.1

7.8
（500℃）
－0.4

（500℃）

こて塗り

適用法令（毒物及び劇物取締法） ̶

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋） 25

貯蔵期間（ヶ月）

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

6

1400

31

52

1900＋ロス

－

2.0

1.8
（1250℃）

12

14
（1250℃）
＋0.2

（1250℃）

吹付け

1950

12.0～12.5

2.0

1.9
（1250℃）

9.5

16
（1250℃）
＋0.3

（1250℃）

こて塗り

̶

25

6P18「9.保管上の注意事項」参照

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

TOMBOTM No.

14



耐
酸
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

トンボⓇ キャスタブル／耐酸キャスタブル
特　長
耐酸キャスタブルは、各種の酸に優れた耐食性を有する原料からなる粉末状の製品で、耐火キャスタブルの耐熱性に
加え、硫酸、塩酸、塩素など腐食性のガスに対して極めて優秀な抵抗性を備えたキャスタブルです
（各製品の施工方法および注意事項は、17～18ページをご参照ください。）

品種記号 100J
5935

最高使用温度（℃） 1000

Al2O3

SiO2

24
化学成分（%）

49

施工所要量（kg／m3） 1700＋ロス

標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）
1.6

1.6
（1000℃）

曲げ強さ（MPa）
8.0

5.5
（1000℃）

線変化率（%） －0.1
（1000℃）

施工方法 吹付け

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋） 25

貯蔵期間（ヶ月）

・本製品は医薬用外劇物に該当します。使用前にSDSを確認の上、法律に基づいて管理してください。 
・耐酸キャスタブルの硬化時間は、気温によって大きく変わります。夏期は硬化が速く、冬期は遅くなります。
・耐酸キャスタブルは化学反応によって硬化しますので、施工後の湿布または散水養生は不要です。
　できるだけ通風をよくして、養生は10℃以上の雰囲気のもとで行ってください。また、48時間以上静置してください。
・乾燥は通常のキャスタブルと同様に行ってください。
・廃棄する場合は、製品に対して15%程度の水と混練して硬化させ、劇物成分を無害化させてから廃棄してください。

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

6P18「9.保管上の注意事項」参照

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

140C
1400

62

33

2150

9～13

2.2

2.1
（1300℃）

1.8

11
（1300℃）
－1.0

（1400℃）

流し込み

40

6

140G
1400

60

35

2150＋ロス

－ －

2.0

2.0
（1300℃）

2.5

12
（1300℃）
－1.0

（1400℃）

吹付け

40

適用法令（毒物及び劇物取締法） 劇物（注1） 劇物（注1） 劇物（注1）

6

TOMBOTM No.

注１：TOMBO No.5935-100J、140C、140G 「トンボ®キャスタブル（耐酸キャスタブル）」使用上の注意事項

耐
酸
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

品種記号 050J 135G
5935

最高使用温度（℃） 500

Al2O3

SiO2

11
化学成分（%）

48

施工所要量（kg／m3） 2000＋ロス

－標準混練水量（重量%）

かさ比重（g／cm3）
1.9

2.0
（500℃）

曲げ強さ（MPa）
13

11
（500℃）
－0.4

（500℃）線変化率（%）

施工方法 吹付け

2000

12～15

2.0

2.0
（500℃）

9.1

7.8
（500℃）
－0.4

（500℃）

こて塗り

適用法令（毒物及び劇物取締法） ̶

入目（防湿紙袋入り）（kg／袋） 25

貯蔵期間（ヶ月）

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。

6

1400

31

52

1900＋ロス

－

2.0

1.8
（1250℃）

12

14
（1250℃）
＋0.2

（1250℃）

吹付け

1950

12.0～12.5

2.0

1.9
（1250℃）

9.5

16
（1250℃）
＋0.3

（1250℃）

こて塗り

̶

25

6P18「9.保管上の注意事項」参照

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

TOMBOTM No.

15



燐
酸
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

トンボⓇ キャスタブル／燐酸キャスタブル
特　長
超高アルミナ質の骨材を主体とし、燐酸塩バインダーを使用した化学硬化性キャスタブルで、強度、耐摩耗性、耐食
性に優れています。パッチング補修用としても最適です。（各製品の施工方法および注意事項は、20ページをご参照
ください。）

品種記号 160P
5937

最高使用温度（℃） 1600

Al2O3

SiO2

73
化学成分（%）

15

粉末

りん酸液 260
施工所要量（kg／m3）

2300

標準リン酸液量（重量%） 10～12

かさ比重（g／cm3）
2.6

2.7
（1400℃）

曲げ強さ（MPa）
16

32
（1400℃）

線変化率（%） －1.7
（1400℃）

粉末

リン酸液

25

25

施工方法 パッチング、打込み、塗り込み パッチング、打込み、塗り込み

入目（防湿紙袋入り）

貯蔵期間（ヶ月） P20「5.保管上の注意事項」参照 12

180P
1800

87

3

280

2770

8～12

3.0

3.1
（1600℃）

16

47
（1600℃）
－1.2

（1500℃）

25

25

12

★燐酸塩溶液（液状バインダー）の過剰添加は硬化の遅延、膨張による強度低下、および混練物による燐酸液の分離が起こる可能性があり
ますので、必ず8～１２重量％の範囲で添加してください。

★混練を長時間行いますと硬化が早まりますので、短時間（3～5分）内に混練を終了させてください。
★混練物を長時間放置すると硬化しますので、２０分以内にご使用ください。

《燐酸キャスタブル施工上のポイント》

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。
※本製品は付属の燐酸塩バインダー（リン酸液）を粉末に混合してご使用ください。

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

TOMBOTM No.

1．施工準備
⑴混練には十分な能力があるミキサーを用意してください。
⑵被施工面の錆、スケール、ごみ等を除去し清浄にしてくだ
さい。
⑶混練に使用する水は清水を用いてください。
※清水：pHが中性で濁りのない水

⑷水温は、15～25℃が最適です。

7．乾　燥
⑴養生後は出来る限り24時間以上、自然乾燥を行って下さい。
⑵自然乾燥後、加熱による乾燥焚きが必要です。乾燥焚きは下
図の乾燥曲線を基準としますが、施工体の材質や施工厚さ
などにより変わりますので、詳しくはご相談ください。

4．こて塗り

3．流し込み

2．混　練
⑴混練水量は、各製品に定められた標準水量を厳守してくだ
さい。過剰水量で混練すると、性能が低下しますのでご注意
ください。
⑵ミキサーで材料を撹拌しながら、バケツ等で水を注いで下
さい。
⑶施工場所、施工条件に合わせて、材料の柔らかさを調整し
てください。但し、過剰水量で混練すると性能が低下します
のでご注意ください。
⑷ミキサーの混練時間は、2～5分間を目安としてください。
⑸1回に混練する材料は、施工が30分以内で終わる程度の量
にしてください。一度混練した材料を長時間放置すると材料
が固まったり、性能が低下するのでご注意ください。

5．吹き付け
⑴吹き付け施工をする場合は、規定の厚さまで一度に施工
するようにしてください。
2回以上に分けて施工すると、ラミネーションが発生する恐れ
がありますので避けてください。

6．養　生
⑴キャスタブルは施工後2～10時間で硬化し、発熱します。
⑵発熱による亀裂を防ぐため、また充分な強度を出すためにキ
ャスタブルの表面に、濡れた紙や布をかぶせて、約24時間は
湿った状態にしてください。
⑶夏季の気温が高い時は特にこの散水養生が必要です。
⑷冬季は材料が凍結しないように加温処理を行ってください。

各製品の施工方法および注意事項

Ⅰ．トンボⓇ キャスタブル（耐火キャスタブル／軽量キャスタブル／耐酸キャスタブル）

⑴耐火キャスタブルを流し込む場合は、施工材料に「ス（気泡）」
ができないように突き棒、押し棒またはバイブレータなどで充
填してください。
⑵軽量キャスタブルを流し込む場合も、「ス」ができないように突
き棒や押し棒で充填しますが、材料が分離しやすいのでバイ
ブレータの使用は控えてください。
⑶保温材、レンガなどに接して流し込みを行なう場合は、防水
材などでキャスタブルの水分が吸水されないように処理して
から施工してください。
⑷広い面積の箇所に施工する場合は、1㎡くらいの範囲に区切
って所定の厚さに一挙に施工してください。
⑸施工中に異物が付いた材料や、すでに固まった材料などが
混入しないようにご注意ください。

⑴こて塗り施工の場合は、1回で所定の施工厚さまで施工し、
重ね塗りは行わないでください。
⑵こて塗りは、流し込みに比べて「ス」ができ易いため、特にアン
カー周りはよく押し込むように施工してください。

 

150℃

350℃

500℃

熱
面
側
温
度
 →

経過時間　→

小規模補修

昇温
（25℃／ h）

運転温度まで昇温（max 50℃／h）

200℃以下まで降温
（max 50℃／h）

建設工事

昇温
（25℃／ h）

昇温
（25℃／ h）

保持
（1h/厚さ10mm）

保持
（1h/厚さ10mm）

保持
（1h/厚さ10mm）

乾燥焚曲線の標準
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燐
酸
キ
ャ
ス
タ
ブ
ル

トンボⓇ キャスタブル／燐酸キャスタブル
特　長
超高アルミナ質の骨材を主体とし、燐酸塩バインダーを使用した化学硬化性キャスタブルで、強度、耐摩耗性、耐食
性に優れています。パッチング補修用としても最適です。（各製品の施工方法および注意事項は、20ページをご参照
ください。）

品種記号 160P
5937

最高使用温度（℃） 1600

Al2O3

SiO2

73
化学成分（%）

15

粉末

りん酸液 260
施工所要量（kg／m3）

2300

標準リン酸液量（重量%） 10～12

かさ比重（g／cm3）
2.6

2.7
（1400℃）

曲げ強さ（MPa）
16

32
（1400℃）

線変化率（%） －1.7
（1400℃）

粉末

リン酸液

25

25

施工方法 パッチング、打込み、塗り込み パッチング、打込み、塗り込み

入目（防湿紙袋入り）

貯蔵期間（ヶ月） P20「5.保管上の注意事項」参照 12

180P
1800

87

3

280

2770

8～12

3.0

3.1
（1600℃）

16

47
（1600℃）
－1.2

（1500℃）

25

25

12

★燐酸塩溶液（液状バインダー）の過剰添加は硬化の遅延、膨張による強度低下、および混練物による燐酸液の分離が起こる可能性があり
ますので、必ず8～１２重量％の範囲で添加してください。

★混練を長時間行いますと硬化が早まりますので、短時間（3～5分）内に混練を終了させてください。
★混練物を長時間放置すると硬化しますので、２０分以内にご使用ください。

《燐酸キャスタブル施工上のポイント》

※上記数値は当社測定の実測値であり、保証値ではありません。
※本製品は付属の燐酸塩バインダー（リン酸液）を粉末に混合してご使用ください。

110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
110℃×24h
乾燥後

（　）内温度
×3h焼成後
（　）内温度
×3h焼成後

TOMBOTM No.

1．施工準備
⑴混練には十分な能力があるミキサーを用意してください。
⑵被施工面の錆、スケール、ごみ等を除去し清浄にしてくだ
さい。
⑶混練に使用する水は清水を用いてください。
※清水：pHが中性で濁りのない水

⑷水温は、15～25℃が最適です。

7．乾　燥
⑴養生後は出来る限り24時間以上、自然乾燥を行って下さい。
⑵自然乾燥後、加熱による乾燥焚きが必要です。乾燥焚きは下
図の乾燥曲線を基準としますが、施工体の材質や施工厚さ
などにより変わりますので、詳しくはご相談ください。

4．こて塗り

3．流し込み

2．混　練
⑴混練水量は、各製品に定められた標準水量を厳守してくだ
さい。過剰水量で混練すると、性能が低下しますのでご注意
ください。
⑵ミキサーで材料を撹拌しながら、バケツ等で水を注いで下
さい。
⑶施工場所、施工条件に合わせて、材料の柔らかさを調整し
てください。但し、過剰水量で混練すると性能が低下します
のでご注意ください。
⑷ミキサーの混練時間は、2～5分間を目安としてください。
⑸1回に混練する材料は、施工が30分以内で終わる程度の量
にしてください。一度混練した材料を長時間放置すると材料
が固まったり、性能が低下するのでご注意ください。

5．吹き付け
⑴吹き付け施工をする場合は、規定の厚さまで一度に施工
するようにしてください。
2回以上に分けて施工すると、ラミネーションが発生する恐れ
がありますので避けてください。

6．養　生
⑴キャスタブルは施工後2～10時間で硬化し、発熱します。
⑵発熱による亀裂を防ぐため、また充分な強度を出すためにキ
ャスタブルの表面に、濡れた紙や布をかぶせて、約24時間は
湿った状態にしてください。
⑶夏季の気温が高い時は特にこの散水養生が必要です。
⑷冬季は材料が凍結しないように加温処理を行ってください。

各製品の施工方法および注意事項

Ⅰ．トンボⓇ キャスタブル（耐火キャスタブル／軽量キャスタブル／耐酸キャスタブル）

⑴耐火キャスタブルを流し込む場合は、施工材料に「ス（気泡）」
ができないように突き棒、押し棒またはバイブレータなどで充
填してください。
⑵軽量キャスタブルを流し込む場合も、「ス」ができないように突
き棒や押し棒で充填しますが、材料が分離しやすいのでバイ
ブレータの使用は控えてください。
⑶保温材、レンガなどに接して流し込みを行なう場合は、防水
材などでキャスタブルの水分が吸水されないように処理して
から施工してください。
⑷広い面積の箇所に施工する場合は、1㎡くらいの範囲に区切
って所定の厚さに一挙に施工してください。
⑸施工中に異物が付いた材料や、すでに固まった材料などが
混入しないようにご注意ください。

⑴こて塗り施工の場合は、1回で所定の施工厚さまで施工し、
重ね塗りは行わないでください。
⑵こて塗りは、流し込みに比べて「ス」ができ易いため、特にアン
カー周りはよく押し込むように施工してください。

 

150℃

350℃

500℃

熱
面
側
温
度
 →

経過時間　→

小規模補修

昇温
（25℃／ h）

運転温度まで昇温（max 50℃／h）

200℃以下まで降温
（max 50℃／h）

建設工事

昇温
（25℃／ h）

昇温
（25℃／ h）

保持
（1h/厚さ10mm）

保持
（1h/厚さ10mm）

保持
（1h/厚さ10mm）

乾燥焚曲線の標準
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9．保管上の注意事項
⑴カタログに記載の貯蔵期間は、キャスタブル製造日からの起
算となります。キャスタブル製造日は紙袋のロット番号から確
認できる他、検査成績書に記載しています。
⑵キャスタブルは、高温、多湿を嫌いますので貯蔵には水濡れ
や直射日光および高温を避けた場所を選んでください。
ただし、冬季の低温時に施工する場合は、材料を温度の高
い場所に保管し、混練時の練り上がり温度を高める配慮をし
てください。
⑶キャスタブルは、地面から湿気が上がらぬように、パレットやそ
の他の台に乗せてください。
⑷貯蔵期間が過ぎると、施工後充分な強度を得られないことが
ありますので、早めに使用してください。
なお、貯蔵期間内であっても湿気の多い場所で保管する
など貯蔵条件によっては劣化が促進されますのでご注意く
ださい。

10．廃棄上の注意事項
⑴キャスタブルを廃棄する場合は、周囲に粉じんが飛散しない
ように注意してください。
⑵本製品を事業活動に伴って廃棄する場合は、一般産業廃
棄物となり、廃棄物の分類は“ガラスくず・コンクリートくず・陶
磁器くず”に該当しますので、“廃棄物の処理及び清掃に関
する法律”に基づき、適切な処理を行ってください。

8．型枠と脱型
⑴木など吸水性の材質の型枠は、オイルなどの防水剤を塗
布してキャスタブルの水分が吸水されないように処置してく
ださい。
⑵型枠が金属の場合も、オイルなどを塗ることにより、離型が容
易になります。

⑶脱型は施工後12時間以上経過し、硬化を確認してから行っ
てください。

1．施工準備 7．乾　燥
⑴養生後は出来る限り24時間以上、自然乾燥を行ってください。
⑵自然乾燥後、加熱による乾燥焚きが必要です。乾燥焚きは下
図の乾燥焚曲線を基準としますが、施工体の材質や施工厚
さなどにより変わりますので、詳しくはご相談ください。

4．膨張代

3．流し込み

2．混　練

⑴混練には十分な能力があるミキサーを用意してください。
⑵被施工面の錆、スケール、ごみ等を除去し清浄にしてください。
⑶混練に使用する水は清水を用いてください。
※清水：pHが中性で濁りのない水

⑷水温は、15～25℃が最適です。
⑸使用器具、支持部材（アンカー）、型は通常のキャスタブルと
同様です。

5.養　生
⑴キャスタブルは施工後2～10時間で硬化し、発熱します。
⑵夏季の気温が高い時は特に散水養生が必要です。
⑶冬季は材料が凍結しないように加温処理をしてください。
気温が5℃以下で特にキャスタブル内の水が凍結すると、硬
化反応が停止すると恐れがありますので、加温するなど適切
な処置を行ってください。

6.型枠と脱型
⑴木など吸水性の材質の型枠は、オイルなどの防水剤を塗布し
てキャスタブルの水分が吸水されないように処置してください。
⑵型枠が金属の場合も、オイルなどを塗ることで、離型が容易に
なります。
⑶脱型は施工後12時間以上経過し、硬化を確認してから行って
ください。

⑴施工面に熱膨張を吸収するための、膨張代を設けてください。
（例：1.0～1.5m間隔に約3mm幅、施工厚に対して全厚深さ。）

⑴気泡を巻き込まないように、型枠にゆっくりと流し込んでください。
⑵型枠の周囲をプラスチックハンマーなどで軽く叩き、充分に
脱泡して充填してください。

Ⅱ．トンボⓇ キャスタブル（緻密質キャスタブル）

8．保管上の注意事項
⑴カタログに記載の貯蔵期間は、キャスタブル製造日からの起
算となります。キャスタブル製造日は紙袋のロット番号から確
認できる他、検査成績書に記載しています。
⑵キャスタブルは、高温、多湿を嫌いますので貯蔵には水濡れ
や直射日光および高温を避けた場所を選んでください。
ただし、冬季の低温時に施工する場合は、材料を温度の高
い場所に保管し、混練時の練り上がり温度を高める配慮をし
てください。
⑶キャスタブルは、地面から湿気が上がらぬように、パレットやそ
の他の台に乗せてください。
⑷貯蔵期間が過ぎると、施工後充分な強度を得られないことが
ありますので、早めに使用してください。
なお、貯蔵期間内であっても湿気の多い場所で保管するなど
貯蔵条件によっては劣化が促進されますのでご注意ください。

9．廃棄上の注意事項
⑴キャスタブルを廃棄する場合は、周囲に粉じんが飛散しない
ように注意してください。
⑵本製品を事業活動に伴って廃棄する場合は、一般産業廃
棄物となり、廃棄物の分類は“ガラスくず・コンクリートくず・陶
磁器くず”に該当しますので、“廃棄物の処理及び清掃に関
する法律”に基づき、適切な処理を行ってください。

 

150℃

350℃

500℃

熱
面
側
温
度
 →

経過時間　→

小規模補修

昇温
（25℃／ h）

運転温度まで昇温（max 50℃／h）

200℃以下まで降温
（max 50℃／h）

建設工事

昇温
（25℃／ h）

昇温
（25℃／ h）

保持
（1h/厚さ10mm）

保持
（1h/厚さ10mm）

保持
（1h/厚さ10mm）

乾燥焚曲線の標準

⑴混練水量は、各製品に定められた標準水量を厳守してください。
過剰水量で混練すると性能が低下しますのでご注意ください。
⑵ミキサーで材料を攪拌しながら、水を注ぎ、5分間以上混練し
て下さい。
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9．保管上の注意事項
⑴カタログに記載の貯蔵期間は、キャスタブル製造日からの起
算となります。キャスタブル製造日は紙袋のロット番号から確
認できる他、検査成績書に記載しています。
⑵キャスタブルは、高温、多湿を嫌いますので貯蔵には水濡れ
や直射日光および高温を避けた場所を選んでください。
ただし、冬季の低温時に施工する場合は、材料を温度の高
い場所に保管し、混練時の練り上がり温度を高める配慮をし
てください。
⑶キャスタブルは、地面から湿気が上がらぬように、パレットやそ
の他の台に乗せてください。
⑷貯蔵期間が過ぎると、施工後充分な強度を得られないことが
ありますので、早めに使用してください。
なお、貯蔵期間内であっても湿気の多い場所で保管する
など貯蔵条件によっては劣化が促進されますのでご注意く
ださい。

10．廃棄上の注意事項
⑴キャスタブルを廃棄する場合は、周囲に粉じんが飛散しない
ように注意してください。
⑵本製品を事業活動に伴って廃棄する場合は、一般産業廃
棄物となり、廃棄物の分類は“ガラスくず・コンクリートくず・陶
磁器くず”に該当しますので、“廃棄物の処理及び清掃に関
する法律”に基づき、適切な処理を行ってください。

8．型枠と脱型
⑴木など吸水性の材質の型枠は、オイルなどの防水剤を塗
布してキャスタブルの水分が吸水されないように処置してく
ださい。
⑵型枠が金属の場合も、オイルなどを塗ることにより、離型が容
易になります。

⑶脱型は施工後12時間以上経過し、硬化を確認してから行っ
てください。

1．施工準備 7．乾　燥
⑴養生後は出来る限り24時間以上、自然乾燥を行ってください。
⑵自然乾燥後、加熱による乾燥焚きが必要です。乾燥焚きは下
図の乾燥焚曲線を基準としますが、施工体の材質や施工厚
さなどにより変わりますので、詳しくはご相談ください。

4．膨張代

3．流し込み

2．混　練

⑴混練には十分な能力があるミキサーを用意してください。
⑵被施工面の錆、スケール、ごみ等を除去し清浄にしてください。
⑶混練に使用する水は清水を用いてください。
※清水：pHが中性で濁りのない水

⑷水温は、15～25℃が最適です。
⑸使用器具、支持部材（アンカー）、型は通常のキャスタブルと
同様です。

5.養　生
⑴キャスタブルは施工後2～10時間で硬化し、発熱します。
⑵夏季の気温が高い時は特に散水養生が必要です。
⑶冬季は材料が凍結しないように加温処理をしてください。
気温が5℃以下で特にキャスタブル内の水が凍結すると、硬
化反応が停止すると恐れがありますので、加温するなど適切
な処置を行ってください。

6.型枠と脱型
⑴木など吸水性の材質の型枠は、オイルなどの防水剤を塗布し
てキャスタブルの水分が吸水されないように処置してください。
⑵型枠が金属の場合も、オイルなどを塗ることで、離型が容易に
なります。
⑶脱型は施工後12時間以上経過し、硬化を確認してから行って
ください。

⑴施工面に熱膨張を吸収するための、膨張代を設けてください。
（例：1.0～1.5m間隔に約3mm幅、施工厚に対して全厚深さ。）

⑴気泡を巻き込まないように、型枠にゆっくりと流し込んでください。
⑵型枠の周囲をプラスチックハンマーなどで軽く叩き、充分に
脱泡して充填してください。

Ⅱ．トンボⓇ キャスタブル（緻密質キャスタブル）

8．保管上の注意事項
⑴カタログに記載の貯蔵期間は、キャスタブル製造日からの起
算となります。キャスタブル製造日は紙袋のロット番号から確
認できる他、検査成績書に記載しています。
⑵キャスタブルは、高温、多湿を嫌いますので貯蔵には水濡れ
や直射日光および高温を避けた場所を選んでください。
ただし、冬季の低温時に施工する場合は、材料を温度の高
い場所に保管し、混練時の練り上がり温度を高める配慮をし
てください。
⑶キャスタブルは、地面から湿気が上がらぬように、パレットやそ
の他の台に乗せてください。
⑷貯蔵期間が過ぎると、施工後充分な強度を得られないことが
ありますので、早めに使用してください。
なお、貯蔵期間内であっても湿気の多い場所で保管するなど
貯蔵条件によっては劣化が促進されますのでご注意ください。

9．廃棄上の注意事項
⑴キャスタブルを廃棄する場合は、周囲に粉じんが飛散しない
ように注意してください。
⑵本製品を事業活動に伴って廃棄する場合は、一般産業廃
棄物となり、廃棄物の分類は“ガラスくず・コンクリートくず・陶
磁器くず”に該当しますので、“廃棄物の処理及び清掃に関
する法律”に基づき、適切な処理を行ってください。

 

150℃

350℃

500℃
熱
面
側
温
度
 →

経過時間　→

小規模補修

昇温
（25℃／ h）

運転温度まで昇温（max 50℃／h）

200℃以下まで降温
（max 50℃／h）

建設工事

昇温
（25℃／ h）

昇温
（25℃／ h）

保持
（1h/厚さ10mm）

保持
（1h/厚さ10mm）

保持
（1h/厚さ10mm）

乾燥焚曲線の標準

⑴混練水量は、各製品に定められた標準水量を厳守してください。
過剰水量で混練すると性能が低下しますのでご注意ください。
⑵ミキサーで材料を攪拌しながら、水を注ぎ、5分間以上混練し
て下さい。
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1．混　練
⑴燐酸キャスタブルは、施工時に耐火骨材にりん酸液（液状バ
インダー）を加えて混練します。ミキサーは、揺動ミキサーなど
の高粘性体の混練に適したものを使用してください。りん酸
液の過剰添加は硬化の遅延、膨張による強度低下、および
混練物でりん酸液が分離する可能性がありますので、必ず
所定の範囲内で加えてください。
⑵混練時間は通常3～5分間で、 1回の混練量は20分以内に
施工できる程度の量としてください。
過度に長い時間、混練すると硬化が早まりますので、ご注意
ください。

4．使用上の注意事項

3．乾　燥

2．パッチング施工
⑴施工面（下地材）の錆、スケール、ごみなどをよく落とした後、
りん酸液をハケ塗りして施工面を湿らせてからキャスタブルを
ゴムハンマーで叩くなどして施工してください。
⑵混練物は時間が経つと硬化しますので、混練後20分以内に
施工を完了してください。

⑴りん酸液は弱酸性です。取り扱いの際はゴム手袋、ゴーグル
などの保護具を必ず使用してください。
⑵施工に使用した機工具は、施工完了後直ちに水洗いしてく
ださい。硬化時間が早いので、付着した材料が硬化して清
掃が困難になります。
⑶燐酸キャスタブルは、化学反応によって硬化しますので湿布
または散水養生は必要としません。
⑷硬化時間は、気温によって影響されます。夏季は早く、冬季
は遅くなります。

⑴燐酸キャスタブルには、セメントが配合されていないので管理
した条件で養生する必要がありません。放置して2～4時間
で完全に硬化しますので、そのまま直ちに加熱乾燥、火入れ
を行うことができます。昇温方法は、通常のキャスタブルと同
様に行ってください。

Ⅲ．トンボⓇ キャスタブル（燐酸キャスタブル）

5．保管上の注意事項
⑴カタログに記載の貯蔵期間は、キャスタブル製造日からの起
算となります。キャスタブル製造日は紙袋のロット番号から確
認できる他、検査成績書に記載しています。
⑵キャスタブルは、高温、多湿を嫌いますので貯蔵には水濡れ
や直射日光および高温を避けた場所を選んでください。

ただし、冬季の低温時に施工する場合は、材料を温度の高い
場所に保管し、混練時の練り上がり温度を高める配慮をして
ください。
⑶キャスタブルは、地面から湿気が上がらぬように、パレットやそ
の他の台に乗せてください。
⑷貯蔵期間が過ぎると、施工後充分な強度を得られないことが
ありますので、早めに使用してください。
なお、貯蔵期間内であっても湿気の多い場所で保管する
など貯蔵条件によっては劣化が促進されますのでご注意く
ださい。

6．廃棄上の注意事項
⑴キャスタブルを廃棄する場合は、周囲に粉じんが飛散しない
ように注意してください。
⑵本製品を事業活動に伴って廃棄する場合は、一般産業廃
棄物となり、廃棄物の分類は“ガラスくず・コンクリートくず・陶
磁器くず”に該当しますので、“廃棄物の処理及び清掃に関
する法律”に基づき、適切な処理を行ってください。
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不定形耐火物
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